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厚
生
労
働
大
臣
が
前
項
の
権
限
を
行
う
と
き
は
当
該
指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
者
に
係
る
指
定
を
行
つ
た
市

町
村
長
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
五
項
に
お
い
て
「
関
係
市
町
村
長
」
と
い
う
。）と
、
都
道
府
県
知
事
が
前
項

の
権
限
を
行
う
と
き
は
関
係
市
町
村
長
と
密
接
な
連
携
の
下
に
行
う
も
の
と
す
る
。

市
町
村
長
は
、
そ
の
行
つ
た
又
は
そ
の
行
お
う
と
す
る
指
定
に
係
る
指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
者
に
お
け
る

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
業
務
管
理
体
制
の
整
備
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣

又
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
第
一
項
の
権
限
を
行
う
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
長
の
求
め
に
応
じ
て
第
一
項
の
権
限
を

行
つ
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
結
果
を
当
該
権
限
を
行
う
よ
う
求
め
た
市
町

村
長
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
一
第
二
項
の
規
定
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
検
査
に
つ
い
て
、
同
条
第
三

項
の
規
定
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
四
条
の
四
十

第
二
十
四
条
の
三
十
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
厚
生
労
働
大
臣
等
は
、
当
該

届
出
を
し
た
指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
者
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
厚
生
労
働
大
臣
等
に

あ
つ
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
者
を
除
く
。）が
、
同
条
第
一
項
の
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
適
正
な
業
務
管
理
体
制
の
整
備
を
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該

指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
当
該
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
適
正

な
業
務
管
理
体
制
を
整
備
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

厚
生
労
働
大
臣
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
勧
告
を
受
け
た
指
定
障
害
児

相
談
支
援
事
業
者
が
、
同
項
の
期
限
内
に
こ
れ
に
従
わ
な
か
つ
た
と
き
は
、そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

厚
生
労
働
大
臣
等
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
者
が
、
正
当
な
理

由
が
な
く
て
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
ら
な
か
つ
た
と
き
は
、
当
該
指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
者
に
対
し
、

期
限
を
定
め
て
、
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

厚
生
労
働
大
臣
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
者
が
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違

反
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
違
反
の
内
容
を
関
係
市
町
村
長
に
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
四
条
の
二
十
を
第
三
十
四
条
の
二
十
一
と
し
、
第
三
十
四
条
の
七
か
ら
第
三
十
四
条
の
十
九
ま
で
を
一
条

ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
三
十
四
条
の
六
中
「
相
談
支
援
事
業
」
を
「
障
害
者
等
相
談
支
援
事
業
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
四
条
の
七

と
す
る
。

第
三
十
四
条
の
五
中
「
都
道
府
県
知
事
は
」
の
下
に
「
、
障
害
児
通
所
支
援
事
業
等
」
を
加
え
、「
又
は
そ
の
」
を

「
そ
の
」
に
、「
と
き
は
」
を
「
と
き
、
又
は
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
が
第
二
十
一
条
の
七
の
規
定
に
違
反
し
た
と

き
は
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
四
条
の
六
と
す
る
。

第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
中
「
と
き
は
」
の
下
に
「
、
障
害
児
通
所
支
援
事
業
等
」
を
加
え
、
同
条
を
第
三
十
四

条
の
五
と
し
、
第
三
十
四
条
の
三
を
第
三
十
四
条
の
四
と
し
、
第
三
章
中
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
三
十
四
条
の
三

都
道
府
県
は
、
障
害
児
通
所
支
援
事
業
又
は
障
害
児
相
談
支
援
事
業
（
以
下
「
障
害
児
通
所
支

援
事
業
等
」
と
い
う
。）を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
て
、
障
害
児
通
所
支
援
事
業
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
た
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
変
更
の
日

か
ら
一
月
以
内
に
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
障
害
児
通
所
支
援
事
業
等
を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
二
条
中
「
知
的
障
害
児
施
設
は
、
知
的
障
害
の
あ
る
児
童
」
を
「
障
害
児
入
所
施
設
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
区
分
に
応
じ
、
障
害
児
」
に
、「
こ
れ
を
保
護
し
、
又
は
治
療
す
る
と
と
も
に
、
独
立
自
活
に
必
要
な
知
識
技
能

を
与
え
る
」
を
「
当
該
各
号
に
定
め
る
支
援
を
行
う
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設

保
護
、
日
常
生
活
の
指
導
及
び
独
立
自
活
に
必
要
な
知
識
技
能
の
付
与

二

医
療
型
障
害
児
入
所
施
設

保
護
、
日
常
生
活
の
指
導
、
独
立
自
活
に
必
要
な
知
識
技
能
の
付
与
及
び
治
療

第
四
十
三
条
中
「
知
的
障
害
児
通
園
施
設
は
、
知
的
障
害
の
あ
る
児
童
」
を
「
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
障
害
児
」
に
、「
こ
れ
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
独
立
自
活
に
必
要
な
知
識
技
能
を

与
え
る
」
を
「
当
該
各
号
に
定
め
る
支
援
を
提
供
す
る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

日
常
生
活
に
お
け
る
基
本
的
動
作
の
指
導
、
独
立
自
活
に
必
要
な
知
識

技
能
の
付
与
又
は
集
団
生
活
へ
の
適
応
の
た
め
の
訓
練

二

医
療
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

日
常
生
活
に
お
け
る
基
本
的
動
作
の
指
導
、
独
立
自
活
に
必
要
な
知
識

技
能
の
付
与
又
は
集
団
生
活
へ
の
適
応
の
た
め
の
訓
練
及
び
治
療

第
四
十
三
条
の
二
か
ら
第
四
十
三
条
の
四
ま
で
を
削
り
、
第
四
十
三
条
の
五
を
第
四
十
三
条
の
二
と
す
る
。

第
四
十
四
条
の
三
中
「
第
六
条
の
二
各
項
」
を
「
第
六
条
の
三
各
項
」
に
、「
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
」
を
「
指

定
障
害
児
入
所
施
設
及
び
指
定
通
所
支
援
に
係
る
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
第
二
項
中
「
第
六
条
の
二
第
八
項
」
を
「
第
六
条
の
三
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
中
「
知
的
障
害
児
施
設
、
盲
ろ
う
あ
児
施
設
、
肢
体
不
自
由
児
施
設
」
を
「
障
害
児
入
所
施
設
」に
、

「
第
六
条
の
二
第
八
項
」
を
「
第
六
条
の
三
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
条
第
六
号
中
「
次
条
第
二
号
」
を
「
次
条
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
の
二
中
「
次
条
第
三
号
及
び

第
四
号
」
を
「
次
条
第
四
号
及
び
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
の
四
中
「
障
害
児
施
設
給
付
費
、
高
額
障
害
児

施
設
給
付
費
」
を
「
障
害
児
入
所
給
付
費
、
高
額
障
害
児
入
所
給
付
費
」
に
、「
障
害
児
施
設
医
療
費
」
を
「
障
害
児

入
所
医
療
費
」
に
、「
障
害
児
施
設
給
付
費
等
」
を
「
障
害
児
入
所
給
付
費
等
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
中
「
知
的
障

害
児
施
設
、
知
的
障
害
児
通
園
施
設
、
盲
ろ
う
あ
児
施
設
、
肢
体
不
自
由
児
施
設
、
重
症
心
身
障
害
児
施
設
」を「
障

害
児
入
所
施
設
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
中
第
十
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
号
を
第
五

号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

障
害
児
相
談
支
援
給
付
費
又
は
特
例
障
害
児
相
談
支
援
給
付
費
の
支
給
に
要
す
る
費
用

第
五
十
一
条
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
条
に
第
一
号
と

し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

障
害
児
通
所
給
付
費
、
特
例
障
害
児
通
所
給
付
費
若
し
く
は
高
額
障
害
児
通
所
給
付
費
又
は
肢
体
不
自
由
児

通
所
医
療
費
の
支
給
に
要
す
る
費
用

第
五
十
三
条
中
「
第
三
号
及
び
第
五
号
か
ら
第
十
号
ま
で
」
を
「
第
四
号
及
び
第
七
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
」
に

改
め
る
。

第
五
十
五
条
中
「
、
第
二
号
及
び
第
四
号
」
を
「
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
五
号
及
び
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
第
二
項
中
「
第
五
十
一
条
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
第
五
十
一
条
第
二
号
及
び
第
三
号
」に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
「
第
五
十
一
条
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
」
を
「
第
五
十
一
条
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
」
に
改
め

る
。第

五
十
六
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
障
害
児
施
設
給
付
費
」
を
「
障
害
児
入
所
給
付
費
」
に
改
め
、
同
条
第
三

項
中
「
知
的
障
害
児
施
設
等
」
を
「
障
害
児
入
所
施
設
又
は
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

第
六
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
六
十
条
の
二

第
五
十
六
条
の
五
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
障
害
者
自
立
支
援
法
第
九
十
八
条
第
一
項
に

規
定
す
る
不
服
審
査
会
の
委
員
又
は
委
員
で
あ
つ
た
者
が
、
正
当
な
理
由
な
し
に
、
職
務
上
知
り
得
た
障
害
児
通

所
給
付
費
又
は
特
例
障
害
児
通
所
給
付
費
の
支
給
に
係
る
障
害
児
通
所
支
援
を
行
つ
た
者
の
業
務
上
の
秘
密
又
は

個
人
の
秘
密
を
漏
ら
し
た
と
き
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
二
十
一
条
の
五
の
六
第
四
項
（
第
二
十
一
条
の
五
の
八
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定

に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

™Ÿ


		2010-12-09T14:51:35+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




